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１１月の目標 

感謝して食べよう 

 

地場産物のよさを知ろう 
 

11 月は，地産地消強化月間です。多くの農産物が旬を迎えて，

茨城の食べものがとってもおいしい季節になります。地産地消と

は，地域で生産されたものを地域で消費することを言います。「茨

城をたべよう」という茨城の特産物が書かれたマークを学校やお

店などで見かけたことはありませんか? 実は，毎月第３日曜日を

「茨城をたべようＤａｙ」，その日から１週間は「茨城をたべよう

Ｗｅｅｋ」といって家族で茨城の特産物をおいしく食べようとい

う１週間になっています。 

給食でも茨城県のものはもちろん，ひたちなか市の食材もたく

さん使って地産地消に力を入れています。茨城県の全国１位の農

産物は，メロン，水菜，卵，チンゲンサイ，白菜，ピーマン，く

り，れんこん，みつばなどたくさんあります。これらの自然の恵

みに感謝しながらみんなで「茨城をたべよう」。 

 

 

秋も深まり，紅葉も鮮やかに色づいています。日が
暮れるのもずいぶん早くなりました。 
 朝晩と日中での気温の差が大きい時期でもありま
す。規則正しい食生活を心がけ，毎日の手洗い・うが
い，衣類の調節などをまめに行い，風邪をひかないよ
うにしましょう。 

 
茨城県は，さつまいもの栽培面
積・生産量は全国第２位です。
県内で一番多く栽培されてい
るのは「べにあずま」ですが，
最近はしっとりしている「べに
まさり」も人気があります。 
 茨城県の海岸沿いのひたち
なか市・鹿島市・行方市などで，
暖かい気候と，火山灰の水はけ
のよい土地を利用して，おいし
いさつまいもを育てています。 

Ｑ．「いただきます」や「ごちそうさま」ってあいさつするのはなぜ？ 

Ａ．食事のあいさつ「いただきます」や「ごちそうさまでした」とは命のある食べ物を

いただくことや，収穫や調理をしてくれた人に感謝の気持ちを込めていう言葉です。人間

は動物や植物の命を食べることで生きています。 

また，農家の人が農作物を育てて収穫し 

たり，漁業に関わる人が魚をとったり， 

畜産業や食品加工業，運送業など，私 

たちに食品が届くまでに多くの人たち 

が関わっています。また，学校や家庭 

で食事を作ってくれる人にも感謝の気 

持ちを忘れずに，食事の挨拶をきちん 

としましょう。 

  

ごちそうさま！ いただきます！ 

給食で 


